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長期 ILP 報告  

新井 ひかり 

 今回、長期自立生活プログラム（長期 ILP）に研修生として初めて受講しました。

日程は、 5～7 月まで毎週木曜日に全 11 回で行われました。内容は、介助者との関

係づくり・ロールプレイ、料理・フィールドトリップなどの自立生活に必要なことを

学ぶものでした。  

私は、普段の生活で介助者を入れずに自立生活しているため、最初は介助者との生

活はどのようにするのか分からず、自立するまでに必要なことは何だろうと思ったの

で、「介助者と関係をつくる、リーダーになったときをイメージして受講する」とい

う目標をもって受講しました。  

最初は初対面の方がいて緊張しましたが、回を重ねるにつれて少しずつ慣れていき

ました。様々な場面で、時間制限がある中で話をする機会があったのですが、突発的

に声がつまったり、どもったりして苦手でした。今やってみてと言われたら…無理で

す（笑）  

介助者との関係づくりは、単独の行動とは異なり、介助者のペースを考えて指示を

することが大切だと分かりました。  

料理では、指示介助で、介助者と一緒にハンバーグ・ポテトサラダ・味噌汁を作り

ました。普段料理をするときは、段取りを考えずにやることが多いため、レシピを伝

えるだけになってしまい、最終的にはリーダーに手伝ってもらいました。このことか

ら、段取りや必要な道具を考えて伝えること、情報量が多いと何から指示をしていい

のか分からなくなることに気付きました。また、レシピを伝えるだけでなく、その場

面にある背景（段取りや必要な道具）も伝えなければ指示にならず、難しいと思いま

した。  

フィールドトリップでは、東京ソラマチに行きました。フードコートで昼食をとっ

た後、スカイツリーにも行きました。進撃の巨人とコラボしていて、雰囲気が違うな

あとビックリしました。あいにくの曇り空でしたが眺めがよかったです。料理の回よ

りは介助者のペースを考えながら行動できたと思いました。普段から介助者を入れて

自立生活されている方の気持ちが少し分かったような気がしました。  

プログラムの受講を終えて、「自らの意思」が大切だと感じました。住宅環境や経

済的な面なども 1 人ひとりに応じた自立生活の基盤を構築することも大事だと思い

ます。けれども、「自らの意思」がないと自立は難しいと思いますし、それが明確な

程、自立後の自由や充実感など、得られるものは大きいと思いました。ロールプレイ

でアドバイスをする場面では、自立するときに家族の説得が大変だったこと、自分自

身で葛藤していたことをふと思い出しました。これから相手と同じ立場で、その方に

応じた支援ができる人になっていきたいです。  
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バーベキュー報告 

大渕 由理子 

去る 5 月１３日に毎年恒例である自立生活センター・小平のバーベキューを

新事務所で行われました。  

今年はあいにくの天気で屋内でしたが、雨にも関わらず大勢の利用者や関係

者の方々にみえていただきました。  

 

今年のコンセプトは、今までと違う形でやろうという事でお肉はもちろんで

したが、野菜をメインとしたオシャレな食べ方でパクチーが入ったソース、明太

マヨ、バルサミコなどを野菜に付けたりバケットに付けたりと、あとテーブルに

チェック柄のテーブルクロスを敷いてオシャレ感を出して満喫してもらいまし

た。  

 

幹事は某カフェの恰好をしようと、黒いシャツに緑のエプロンでもてなしま

した。幹事組はバタバタしていたので来客と話す時間やスペースが無くあまり

話せませんでしたが、皆さん賑やかに話したりしていて楽しそうに見えました。

途中ゲームをやり、内容はケータイを使用してブログ？サイト内に出題された

問題に答えるという現代風の今までやったことがないようなゲームで、中々最

初は理解するのに時間がかかりましたが、中盤あたりからやりかたが分かって

きて皆さん盛り上がってたようでした。  

 

全体的に良かったとは思いますが、

野外でやれなかったのが残念でした。

来年こそ野外でやりたいと思っていま

す。  
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夏祭り報告 

澤田 佳士 

こんにちは！7 月 29 日 (土 )に夏祭りを開催しました。  

今年の夏祭りは『目指せ！料理んピック』というテーマで企画し、「韓国」

「ベトナム」「アメリカ」「イタリア」「ドイツ」「日本」「スペイン」という国

のお店を出して、お客さんに最終的にどこのお店が美味しかったかを投票して

もらう『料理バトル』を行いました。  

毎年出している、カキ氷、キュウリパインも出しましたよ。  

 

新しい事務所に移って初めての夏祭りで、場所ごとに『大人な夜のお祭り』

『賑やかな世界のお祭り』という世界観を出していました。  

気づいた方がいたら嬉しいです。  

 

私は幹事として「韓国」の店舗を担当して「スンドゥブチゲ」を作って提供

させていただきました。  

当日は利用者さん、職員、ご家族やお知り合い、約 80 名のたくさんの方々

が来ていただけてとても賑やかな雰囲気になってよかったです。  

 

各店舗、自分の国の票をとるために、気合いの入った『料理』『装飾』『衣

装』を用意して白熱したバトルを繰り広げていました。  

なかなか各国々の個性が出ていて見ているだけでも面白かったです。笑  

『装飾』『衣装』は女性チームにだいぶ助けられました ^^; 

「ぶっ飛んでいたアメリカ」「落ち着いたベトナム、イタリア」「日本の浴

衣」「淺川さん、大渕さんのコスプレ」の衣装がお祭りの雰囲気を盛り上げて

いて、とても可愛いかったです。  

私個人としては、日本のあんみつの味に感動しました！  

 

イベントでは『ドリンク格付けチェック』という「高いりんごジュースと安

いりんごジュース」「高い日本酒と安い日本酒」を参加者に飲んでもらい『高

いものはどっちか！』を当ててもらうゲームを行いました。  

簡単に当てられてしまうのではないかと思いましたが、意外とみなさん安い

方を選んでいる方も多くてやった甲斐がありましたね。笑  

 

料理の方も大盛況で開始 2〜３時間でほとんど完売してしまいました！  

後半に来られた方には、あまり料理が残っておらず申し訳なかったです。  

結果的に優勝は『韓国』となりました。 (自分で言って申し訳ないです

が・・・ ) 
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しかし！！  

票も全体的に僅差だったというのもあり、今回私は参加していただいた皆さ

ん全員が優勝だと思っています！  

どこのお店も本当に美味しかったです。  

 

こんな素晴らしい夏祭りを開催できたのは、幹事、職員、介助者、お手伝い

の皆さん。参加していただいた皆さんのご協力あってのことだと思っていま

す。  

お忙しい中、本当にありがとうございました。来年の夏祭りの更なる盛り上

がりに期待しています！  
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CIL 所沢共催イベント報告  

阿保 弘平 

みなさん、こんにちは  

今回は自立生活センター・所沢と自立生

活センター・小平の共催で音楽イベントを

行いました。みなさんは福祉系のイベント

と聞くとどんなものを想像しますか？  

私は恥ずかしながらみんなで歌を歌うと

か、そんなのを思ってました (自立生活セン

ター職員がそんな意識じゃだめでしょと聞

こえそうですが、、、まったくそのとおりで

す。あながあったら隠れたいー＞＜ ) 

 

当日は天候にも恵まれ (恵まれすぎて、私はことしはじめて日焼けで皮がずる

むけになりました＞＜  いいかげんに日焼け対策をまなべとかは、言いっこな

しでお願い＞＜  また辛くいたい日々が始まりました。 ) 

当日は稲荷山公園で行いましたが公園のどこどことか聞き忘れて私は公園内

をほぼ一周する勢いで迷いました。 (地図をもらっとけとか言わないでね。地図

を見ても迷うのが私ですので ww) 

 

所沢の方の知り合いで本格的な DJ が来てました。本格的なじゃなく本物な

のかな？あと、事前に流してほしい CD を渡して欲しいと言われ、私はアニソ

ン CD を用意したのですが、渡し忘れました。今思うとあの場でアニソンが流

れたら私が恥ずかしくてもだえ死ぬんだろうなー ww 

 

食べ物は激辛キムチ鍋レベルが 5 段階ある。言うまでもなく辛いのがだめな

私はレベル１ですらダメでレベル 5 を食べたら、火を噴くのかな ww あと、食

べ物は焼きイモや野菜やき、フランクフルトをやりました (^_^)焼き芋はホクホ

クでした。  

私は飲み物番をしていて、ストロング系のお酒がよく売れてて近くのコンビ

ニで買い足したら、ちょうどお酒があまり売れなくなっていき買い足した分の

お酒がけっこう残ってしまいました (°∇° ; )買いに行ってくれた方ありがとう

ございます。あと、私はストロング系のお酒は強くて飲めません。 (私が飲めな

いのはどうでもいいって、まぁどうでもいいか ww) 

 

利用者さんもたくさん来て楽しいイベントになったのではないかと私は思い

ます。  
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 涼子の交通アクセス こんなんでいいん会 

山嵜 涼子 

 みなさまこんにちは  久しぶりの登場です。  

過ぎてみれば季節の変わり目は早いものですね。新しい年を迎え氷が解け待

ち遠しい春がくる。分厚いコートやジャンパーを脱ぎ捨て、身も心も解放され

る夏。季節はまた新しい秋を迎えようとしていますね。  

秋といえば銀杏。食材としては高級だが、車いす使用者としてはなんとも言

えない『敵』となる。なぜ？くさい！！だけでなく、タイヤでひいたまま部屋

に入ると地獄のような夜を迎えることになる。想像してみてくださいな。なん

せ私の行動範囲は銀杏ばかり・・・今年も銀杏との闘いが待っている。とほ

ほ・・・  

 

 さて最近感じること。それは子供たち。子供たちになにか文句があるのでは

ない逆なのだ。当団体では職員の家族、その関係者が数々のイベントで集ま

る。それはとてもすばらしいことだ。そのイベントにくる子供は増えている。

もはや誰がどこの子かわからないほど賑やかなので、その日は私も子供に帰

る。子供を追い掛け回し遊び、時には叱る。今日はその子供たちの変化につい

て話そう。  

 

どこも同じだと思うが、職員の家族に子供が生まれたら誕生を喜び歓迎しそ

の成長を見届けていくことができる。だからその赤ん坊も、もの心ついた時に

は障害者と関わっているというわけだ。その子供が自然なのだ。  

エレベーター前で待っていると『乗る？』『何階押す？』とこうだ。押すと

は階数ボタンのことだ。それに車いす使用者が二人いると、何も言わず自ら方

向を変える。友達といると『階段で行こうぜ！』と言いながら瞬時に姿を消

す。  

狭い会場で走り回り車いすのすぐ横をすんごい勢いで走り過ぎようといてい

る場面が目に付き、危ないかな・・・と観察していると・・・彼らのスピード

は車いすに近づいた時に急に落ちる。それも当たり前に。  

他にもある、呼吸器使用者の電源をとるためのコンセント。電源コードもそ

うだ。走り回っている最中に足を引っかける？と思っていると、それもまた足

元を見ながら通過していく。私の心配には及ばないのだ。  

動作だけではない。みんなで食べているときもそうだ。障害者が近くにくる

と場所を開ける。自分の食べている物を手に取り隣に移動する。口にいっぱい

ほおばってね。次にこうだ『食べる？取ってこようか？』  なんとも自然なや

りとりだとおもいませんか？  

彼らは消して親や家族に教わったのではない。彼らが自分で気が付いて取っ
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ている行動なのだ。この風景を見ると外部の人はこういうだろう。『エライわ

ね、障害のある人にやさしくして。』今の日本では最もふさわしい言葉であ

る。  

しかしそれを言われても彼らは喜ばない。というかエライの意味が分からな

いだろう。そうだ、彼らにとっては当たり前のことだからだ。自然でもなんで

もない。それが彼らの生きる社会なのだ。  

 

 現在我が国日本では教育に力を入れなおすという考えで動き初めている。今

頃？と言ってはいけないが言いたくなるよ。教育の中に『心のバリアフリー』

が導入される。教科書や動画で学ぶというのだが、うまくいくとは思えない。  

先の子供たちの様子を想像してみてください。必要なのは良き教材や動画で

はないことが良くわかる。必要なのは障害児・者と同じ空間で成長することな

のだ。そんなことは私に言われなくてもわかっていると言われそうだが、わか

っていないね。  

障害児に手がかかる、だから健常児の学力が落ちる？そうだろうか？問題は

そこではないはすだ。教師の負担が増す？そこが問題だとしたら障害児の受け

入れを減らすのでなく、教員を増員すればいい。そして教員こそ『障害』につ

いて学ぶ必要があるのだ。  

 

今の日本に必要なことは『人に興味を持つ』ことだ。無関心ではだめだ。も

っといえば『社会に興味を持つ』ことだとおもう。今この瞬間に自分の隣に誰

がいるのだろうか？言葉も交わしたことがない人だろう。だからなんだ？どこ

の誰でどこから来たのか？までは知る必要はない。  

でもこれだけは言える。あなたの隣の誰かは間違いなく『人』なのだ。同じ

ように息をして吐いて、ご飯を食べて排泄をする。朝起きて新しい１日が始ま

り夜は眠りにつく。そう、同じ人間なのだ。  

私たちが生きている社会。その社会にはいろんな人がいることを改めて意識

して欲しい。子供たちのように『○○します？』と気づいたらすぐ言葉にでる

人に私はなりたい。  

学び成長が必要なのは子供だけで

はない。大人こそ学ぶ必要がある。

でなければ私たちが生きているこの

社会にはもっと『障害者』が増える

だろう。  

何故か？答えは簡単である。私た

ち障害のある人を『障害者』にして

いるのは今のこの社会だからだ。  

障害者のいない社会があるとした

ら、この子供たちのいる社会だろ

う。。。  
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 みなさん、こんにちは  

前回までで作業所の経験をおおざっぱに書きましたが、

作業所編はおわりました (えっ、まだ作業所でもおもしろい

話もあるだろうって？、まぁ、あるけど、それはまた別の

機会に (^_^)) 

 

自立前、50 とかになっても実家暮らしのニートが社会的

に増えてきているというニュースがあったのですが、私も

そうなるのかなー？とばくぜんとおもってて、それだと彼

女とかもむりなのかなーと思って、それはいやと思い自立に踏み切りました (理

由がかるいとかは言わないでね (>_<)) 

 

まずは、介助派遣を受けていたつながりで自立生活センター・小平に相談を

しました。長期自立生活プログラムを受けることを進めてもらいましたがちょ

うど長期自立生活プログラムもおわったころで、個別自立生活プログラムをや

ってもらいました (ありがとうございます (^_^)) 

 

さて、長期自立生活プログラムを受けれる時期になりましたが、プログラム

を受けるに際して、親は本当に自立するとはおもってなく、いろいろな事があ

りました。それはまたの機会に話したいと思います。  

 

自立生活プログラムが終わり、家探しやなんかに動き出した頃の話で夏場の

暑い頃で (暑くて、もうちょっとで焼き豚ができるとこでした。あと、私は太っ

てません、、、焼き豚と言ってるのに、うそつくなって？、、、それはまぁ、見栄

をはりたい年頃ですからｗｗ )ちょうど物件情報もなくなる時期らしく、一、二

ヶ月かなんかであきらめて、時期をずらそうかなと話してたときに親切な不動

産屋が見つかり、なんとかかんとか二世帯住宅用に作ったが、なぜか貸し出し

ているアパートが見つかり、借りれました (こんな広い家、やったー＼ (^o^)／ ) 

 

まぁ、一年半ぐらいしてその家も住めなくなりました (なぜっ？ ) 

理由はまぁ、わらうしかないが大家さんの借金のかたにその家が担保になっ

ていました。  

 

また、家探しやなんかが始まります (>_<) 

また暑い時期です (>_<) 

次回はその話をしますね。  

 阿保 弘平 
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はお古な職員から真ん中どころの職員の方々の自己紹介や、今思っている

ことなどいろんなことを紹介していくコーナーです！ 

 

 

今回のこだいラインを担当することになりました淺川で

す。私の障害は頚髄損傷で、交通事故により障害をもちま

した。  

私が自立したのは２００６年で中野区で暮らしを始めま

した。早いものでもうすぐで１２年、CIL 小平で活動を始

めて  11 年になります。  

今、自立した頃のことを考えると CIL 小平のみんなから

もらったサポートのすごさを改めて感じ、理解ある先生との出会いや関わって

くれた介助者たち、全ての人たち  に支えられ自立が実現しました。  

自立前は、病院、リハビリ施設を経て、母に介助をしてもらって実家での暮

らしが  10 年でしたが、家族との生活で母にかける負担の大きさや、自分の

生き方について考えたときに、母が元気なうちに自立したいという思いが強く

なっていきました。そんな時に  CIL 小平と出会ったのです。  

ILP や宿泊体験の後、家探しをして引越し先の役所との話し合いをしました

が、役所の人になかなか分かってもらえず生活を始めるまで 3 カ月もかかって

しまいました。今振り返ると大変だったなと改めて思います。そんな感じで実

家から事務所や役所に通っていたためか、自立後すぐに大きい褥瘡をつくって

しまいました。  

傷が治るまで約半年間、ベッドに寝たきりの状態で新しい生活をスタートに

なりましたが、在宅で介助を受けられる体制になっていた事と、すばらしい医

師との出会いで良くなりました。  

その為に一年間はあまり外出もできずにいました。自立したものの家の中、

でもかなりやる事もあったし、料理もほとんど手作りしていて、やる事は多か

ったように思います。  

一年近く経つ頃は、少しづつ出かけたり、事務所の食事会にも顔を出せるよ

うになっていました。その頃に、前代表の川元さんから声をかけてもらい、こ

の仕事に関わることができる事になりました。  

自立前、事務所で働いてる重度の障害者を見て、自分も仕事がしたいと思っ

ていたので、私にもチャンスをもらえた事がすごく嬉しかったのです。  

人から必要とされたり、やる事があったり、役割りがある事は大切なことと思

っています。  

私は、自立してよかったと思うことはたくさんあるのですが、やはり毎日お

風呂に入れることや自分らしい生活が出来ていることに幸せを感じています。  

淺川 都 
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ホントは猫さんがいてくれたら嬉しいのですが、いろいろと考えると今はガマ

ンです。  

欲しいもの全ては手に入らない、何かを手に入れたら何かを失う、その事が

分かっているからあんなかわいい存在を手に入れたら何かを失うのではないか

と少し怖いのです。  

なかなか出来ないのですが、目の前にあることを一つずつ丁寧にする事が目

標です。  

 

 

 

 

 

栗田  健司  

 

今年の 8 月、北海道の実家に下の子供 (小 3)と帰省をしてきました。その町

の名は、そう「津別」。CIL 北見がある北見市の隣町、網走郡津別町です。前代

表の川元さんのお姉さんに「家族全員でなくてもええ、毎年親に顔見せんとあ

かん！」と言って頂き、昨年の CIL・小平 20 周年祭で皆さんと両親の前で高

らかに宣言した『毎年帰省計画』の第一弾となる帰省でした。  

 

郷土料理のジンギスカン、回転寿司と言えどもハイグレードのお寿司を提供

するトリトン (本社北見 )、周辺のちょっとした観光など懐かしい事がありまし

たが、今回、中学校の部活で 3 年間通った町営テニスコートに実家にいる兄と

顔を出して来ました。何と、およそ 30 年振りになります。  

当時、学校のある平日でも 3～4 時間、休日は 10 時間ほどを過ごした懐か

しの場所。陽が落ちてもナイター設備があり、テスト期間と年末年始以外は毎

日ヘトヘトになるまでしごかれていました。鬼指導者と恐れられていた方も

70 歳を超え当時に比べると丸～くなっていたり、独身貴族でイケメンだった

コーチはやはり独身で定年間近になっていたりと、時の流れをかなり強烈に実

感させられました。  

テニスの技術だけではなく「人間性」についていつもご指導いただきながら

もその恩を返すことなく 30 年もの間一度も顔を見せていなかったのです。に

も関わらず、とても自然に迎え入れて頂き、当時の出来事や最近の悩みなどを

昔の距離感のままで話していただいたことがしみじみと嬉しく感じました。ま

た、2 つ上の先輩だった方がコーチとなってバリバリ指導している姿が興味深

かったのですが、その方が「帰った時くらいはここに顔を出せよ」と言ってく

れたのがとても暖かい言葉となって心にしみ入ってきました。  

思えばこれまでの間、このコートに来なかったのではなく、来れなかったの

だという事を思い出しました。中学校を卒業して町内の高校に行かない選択を
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して以来、地元を裏切ったという罪悪感のようなものが心の中にあり、帰省を

したとしてもコートに近づくことはできませんでした。しかしそれは、とても

お世話になったという思いがあるからこそ申し訳なく思う気持ちが大きくなっ

ていたんだ…それを強く思うあまりコートに顔を出せなかったんだ…という事

を今回の帰省で感じる事ができました。そうだ、今からでも恩返しをしよう！  

 

人は歳を重ねるほどに出会う人が増えていきます。その中でも人間性が成熟

していない頃に出会った方々には相当の恩があるでしょうし、同じ時間を長く

共有した方々には相当の思いがあると思います。少なくとも僕においては、そ

のどちらの方々に対してもきちんとお返しができていないなと反省するに至り

ました。そして来年の帰省の目的が一つ増えました。  

これからは日々ひたすら謙虚に周りに恩返しをして行こうと心に固く誓った

訳ですが、そうでない場面を見た場合は、皆さんドンドン突っ込んで下さい ま

しまし！！  

あと、回転寿司のトリトンは東京にも進出していまして池袋と東京ソラマチ

にありますので、機会がありましたら是非！  

 

 

★★★ 
フラッといい店 

 紹介者→阿保  弘平  

みなさん、こんにちは＾－＾  

今日は花小金井にある「横浜屋」に来てみました。店内は洞窟チックで面白

いです。店内は広いです。  

住所は小平市鈴木町 1-4-61-1 花小金井からは国分寺北口行きバスで鈴の

木台下車徒歩一分です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真は季節物の冷やし中華とⅭセットのネギチャーシュー丼、机にあるザー

サイです。  

Flat
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《 活 動 報 告 》 
2017 年 4 月  

4 日 ( 火 ) マネージャー会議／利用者交流会（お花見） 

5 日 ( 水 ) ローテ会議 

6 日 ( 木 ) GM会議／ピアカン ILP会議／ピアカン勉強会 

7 日 ( 金 ) 職員会議／報告検討会議 

10 日 ( 月 ) 個別 ILP(淺川)／～11日(火)ピアカン委員会対面会議(大渕)／個別ピアカン(阿保) 

11 日 ( 火 ) マネージャー会議／個別 ILP（淺川）／ピアルーム 

13 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／個別 ILP(淺川)／GM会議 

14 日 ( 金 ) 報告検討会議 

15 日 ( 土 ) そうか光生園訪問（淺川) 

18 日 ( 火 ) ～20日(木)推進協会川崎研修（竹島）／利用者交流会／マネージャー会議 

20 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／新人研修／GM会議 

23 日 ( 日 ) 全国脊髄損傷者連合会東京支部総会(淺川) 

24 日 ( 月 ) 東京都自立生活センター協議会スカイプ会議（竹島）／障害者センターピアカン／

小平市地域自立支援協議会全体会(瀧澤) 

25 日 ( 火 ) マネージャー会議／ピアカジュアル 

26 日 ( 水 ) 創立記念日 

27 日 ( 木 ) チームリーダー会議／GM会議／ピアカン ILP会議 

28 日 ( 金 ) 個別 ILP(淺川)／報告検討会議／ 

2017 年 5 月  

2 日 ( 火 ) マネージャー会議／ピアカン ILP会議 

8 日 ( 月 ) 個別 ILP（淺川、阿保） 

9 日 ( 火 ) マネージャー会議／ピアルーム 

10 日 ( 水 ) 研修会議／CIL所沢共催イベント打ち合わせ（淺川、大渕、阿保、新井） 

11 日 ( 木 ) 長期 ILP①／ピアカン ILP会議 

12 日 ( 金 ) 報告検討会議 

13 日 ( 土 ) 親睦バーベキュー 

16 日 ( 火 ) 全国障害者介護保障協議会常任委員会スカイプ会議（竹島）／利用者会議／チー

ムリーダー会議／マネージャー会議 

18 日 ( 木 ) 自薦ヘルパー推進協会研修講師会議（竹島）／長期 ILP② 

19 日 ( 金 ) 個別 ILP（淺川） 

20 日 ( 土 ) 日本福祉のまちづくり学会総会（山嵜） 

22 日 ( 月 ) 障害者センターピアカン／成田空港心のバリアフリー研修（山嵜）／ピアカン勉強会 

23 日 ( 火 ) マネージャー会議／ピアカジュアル 

25 日 ( 木 ) 長期 ILP③／新人歓迎会 

26 日 ( 金 ) 報告検討会議／ほっとループ基金総会／自立生活センター・小平総会 

28 日 ( 日 ) CIL所沢共催イベント 

29 日 ( 月 ) 自薦ヘルパー推進協会会議 
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30 日 ( 火 ) 個別 ILP（淺川）／マネージャー会議 

31 日 ( 水 ) 小平市障害者団体連絡会（瀧澤） 

2017 年 6 月  

1 日 ( 木 ) 長期 ILP④／ピアカン ILP会議 

2 日 ( 金 ) 職員会議 

6 日 ( 火 ) マネージャー会議／利用者交流会 

7 日 ( 水 ) 障害者センターピアカン／当事者研修会 

8 日 ( 木 ) CIL浜松来所／長期 ILP⑤ 

9 日 ( 金 ) 報告検討会議 

12 日 ( 月 ) 個別 ILP（淺川、阿保） 

13 日 ( 火 ) ピアルーム／マネージャー会議／ピアカジュアル会議 

15 日 ( 木 ) 自薦ヘルパー推進協会会議（竹島）／長期 ILP⑥／ピアカン ILP会議／JICAアフリ

カ研修（山嵜） 

16 日 ( 金 ) 医療情報会議 

19 日 ( 月 ) 東京都自立生活センター協議会会議（竹島）／～21日（水）全国自立生活センター

協議会総会（淺川、竹島） 

22 日 ( 木 ) 長期 ILP⑦／ピアカン ILP会議 

23 日 ( 金 ) 報告検討会議 

25 日 ( 日 ) 全国脊髄損傷者連合会会議（淺川） 

26 日 ( 月 ) 自薦ヘルパー推進協会会議（竹島）／ピアカン勉強会 

27 日 ( 火 ) 全国障害者介護保障協議会常任委員会スカイプ会議（竹島）／チームリーダー会

議／マネージャー会議／ピアカジュアル 

29 日 ( 木 ) 長野県信濃町出張 ILP（竹島）／長期 ILP⑧ 

2017 年 7 月  

4 日 ( 火 ) 
東京都自立生活センター協議会総会（竹島、淺川、大渕、阿保、新井）／～5日

（水）自薦ヘルパー推進協会新人研修（竹島） 

5 日 ( 水 ) 障害者センターピアカン 

6 日 ( 木 ) ピアカン ILP会議／長期 ILP⑨／新人歓迎会 

7 日 ( 金 ) 職員会議／報告検討会議 

10 日 ( 月 ) 個別 ILP（淺川） 

11 日 ( 火 ) 利用者会議／マネージャー会議／ピアルーム 

12 日 ( 水 ) 研修会議／国土交通省バリアフリー施策基礎研修（山嵜） 

13 日 ( 木 ) 
相談支援専門員初任者研修打合せ（淺川）／～14日（金）交通エコロジー・モビリテ

ィ財団交通サポートマネージャー研修（山嵜）／ピアカン ILP会議／長期 ILP⑩ 

18 日 ( 火 ) 全国介護保障協議会常任委員会スカイプ会議（竹島）／マネージャー会議／利用

者交流会 

20 日 ( 木 ) 長期 ILP⑪ 

21 日 ( 金 ) 医療情報会議／報告検討会議 

23 日 ( 日 ) 全国脊髄損傷者連合会会議（淺川） 
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24 日 ( 月 ) 自薦ヘルパー推進協会会議（竹島）／新人研修／小平市地域自立支援協議会（瀧

澤） 

25 日 ( 火 ) チームリーダー会議／マネージャー会議／ピアカジュアル 

26 日 ( 水 ) 小平市障害者団体連絡会（瀧澤） 

27 日 ( 木 ) 自薦ヘルパー推進協会研修講師会議（竹島）／ピアカン ILP会議 

28 日 ( 金 ) 東京都自立生活センター協議会会議（竹島） 

29 日 ( 土 ) 夏祭り 
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今年の東京は雨の日ばかりで、夏らしいじりじりと肌が焼けるような暑さを

あまり感じられなかったように思います。８月の連続降雨記録も２１日だった

とか、４０年前の２２日という記録があったようですが、日照時間が少なかっ

たために、農作物に影響が出ています。私が楽しみにしている、秋の味覚にも

影響が出ないといいのですが、生産者の方もご苦労されていることと思いま

す。天候不順や自然災害を目の当たりにするとき、いつも人間の無力さを感じ

ますが、そこから立ち上がることができる力も持っています。皆さん、防災の

備えはしていると思いますが、中身や置き場所を今一度見直してみませんか。  

（編集委員  浅川）  

 

■自立生活センター・小平  地図  

  

編 集 後 記  

ジョナサン 

NR 花小金

井駅前 

ピーコック 
小

金

井

街

道 

鈴 木 街 道 

コナカ 

100 円ローソン 

SEIYU 

南口 

事務所 

パラシオ 

ｾﾌﾞﾝ 

ｲﾚﾌﾞﾝ 

花小金井駅 
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各サービスを利用される方には、協力会費を頂いております。  

入会ご希望の方は、下記までお問い合わせください。  

会費：年額 4,200 円 (年度途中から入会の場合月額 350 円 ) 

 

近隣の 8 市区にまたがって身体障害者、知的障害者、精神障害者にサービス

を提供しています。（初めてサービスを利用する場合は、利用規約等につい

て事前に説明する場を設けさせていただきます。）  

   

 一般の方  医療的ケアの必要な方  

平日日勤（ 7 時～ 23 時） ￥１，６５０  ￥１，８８０  

土日日勤（ 7 時～ 23 時） ￥１，７００  ￥１，９４０  

夜   勤（ 23 時～ 7 時） ￥１，７００  ￥１，９４０  

 

  ・ＩＬＰ、ピア・カウンセリング利用  ご相談ください。  

  ・総合支援法によるヘルパー利用    ご相談ください。  

 

◇  介助制度、手当、住宅改造、生活保護などの制度利用の申請のサポートな

らびに生活に関わるあらゆる相談をお受けします。  

・  電話相談：３６５日、９時～２２時  

・  面接相談：月～金、１０時～１７時  

◇  ピア・カウンセリング（集中講座、個別）  

◇  自立生活プログラム（生活力、社会性を高めるプログラム）  

  長期プログラム、短期プログラム、個別プログラム、単発プログラム  

 プログラムテーマ例…障害って何？・介護を頼もう（介護者との関係）・

制度学習・フィールドトリップ・お金の管理・調理実習    …など  

◇  宿泊体験－民間のアパート（自立生活体験室）に泊まって、自立生活を体

験するプログラムです。  

◇  自立生活をめざすための住宅サービス（アパート等の住居の確保）  

◇広報誌の発行（制度や自立生活のノウハウに関する情報提供、情報交換）  

２４時間・３６５日介助派遣

サービス 

障害者生活支援事業

サービス 

《発行所》  

障害者団体定期刊行物協会  

世田谷区祖師谷 3-1-17 

ヴェルドゥーラ祖師谷 102 号室  

（定価  100 円）  

《編集》自立生活センター･小平  

〒 187-0003 東京都小平市花小金井南町  

    １－１８－４５－１０－１Ｆ  

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335 

Ｅ－ＭＡＩＬ： cilkodaira3＠ hotmail.com  


